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行政の窓

平成26年度プレカット工場実態調査の結果について

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fpri/dayori/index.htm

木材・木製品の需要に大きな影響を与える木造住宅の建築において、部材の生産及び供給の主流と
なっているプレカットの、道内の工場についての調査結果をお知らせします。

1.生産実績
平成26年度のプレカット部材生産実績は、10,237棟（H25実績：11,319棟）、433,595坪（H25実績：

473,831坪）で、前年度より棟数で9.6％、坪数で8.5％減少となっている。また、プレカット率は前年
度より0.4ポイント低下した。プレカット率が前年度を下回るのは平成23年度以来3年振り。
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2.原材料の使用量及び乾燥状況
原材料の使用量255,114㎥の内訳は、製材が136,041㎥、集成材が95,116㎥となっている。また、国

産材の使用量は80,532㎥で原材料使用量の31.6％となっている。また、原材料の使用量はプレカット
住宅棟数減少のため前年度より7.4％減少した。

原材料の乾燥状況については、国産材の製材の乾燥比率が62.6％(H25実績：56.6％)、輸入製材が
96.3％(H25実績：97.0％)で、前年度より国産材が6ポイント増加、輸入製材は0.7ポイント減少、原材
料に占める乾燥材比率は前年度より1.1ポイント増加となっている。なお、集成材とその他は全て乾燥
材を使用している。

3.製品の販売先
製品の販売先は、流通業者向けが4,027棟（39.3％）と最も多く、次いで工務店向けが3,984棟

（38.9％）となっている。また、自社使用、ハウスメーカー向けの販売比率が微増となっている。

※ 本調査は、平成26年度末現在で北海道が把握している31工場を対象に行った。

※ 調査対象は毎年3月末現在で、在来軸組工法における柱・梁・桁等の仕口・継手などの加工を機械で行った部材（プレカット
部材）の生産施設を保有している工場である。

（水産林務部林務局林業木材課経営支援グループ）


